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"cs111
家
公
務
員
法
（
国
公
法
）

（
傍
線
は
筆
者
に

つ
て
決
ま
る
。
こ
の
点
[
」

しぶ

'
↑
お
け
る
定
年
退
職
者
の

公
務
貝
の
そ
の
仕
組
み
と
蜆
状

は
じ
め
に
再
雇
用
と
は
異
な
る
再
任
用
の
世
界

国
家
公
務
員
の
再
任
用
給
与
法
等
に
よ
る
勤
務
条
件
の
法
定

地
方
公
務
員
の
再
任
用
給
与
法
を
モ
デ
ル
と
す
る
給
与
条
例

取
扱
い
を
異
に
す
る
、
非
常
勤
職
員
と
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

定
年
退
職
者
を
再
任
用
す
る
こ
と
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
法
律
上
の
義
務
で
は
な
い
。
誰
を
再
任
用
す
る
か
は
、
選
考

四
説

は

じ

め

に

再

雇

用

と

は

異

な

る

再

任

用

の

世

界

小

嵩

た
と
え
ば
、
こ
の

典

明

66 (5-1) 873 [20171] 



②
前
項
の
規
定
に

こ
と
が
で
き
る
。

員
の
一
週
間
当
た
り

(/>

江
期
に
つ
い
て
は
、
前
条
信

二
月
三
十
一
日
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 I ',~ 

い
時
間
で
あ
る
も

I' ) 

嵐
定
を
準
用
す
る
。

お
い
て
同
じ
。
）
に
採
用
；

（
定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
〉

う
ち
勤
続
期
間
等
を
考
慮
し
て
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
者
（
以
下
「
定
年
退
職
者
等
」
と
い

う
。
）
又
は
目
衛
隊
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
あ
っ
て
定
年
退
職
者
等
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る

者
（
次
条
に
お
い
て
「
自
衛
隊
法
に
よ
る
定
年
退
職
者
等
」
と
い
う
。
）
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、

一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
そ

の
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
官
職
に
係
る
定
年
に
達
し
て
い
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

前
項
の
任
期
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
任
期
は
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

一
年
を
超
え
な

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
任
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の
末
日
は
、
そ
の
者
が
年
齢
六
十
五
年
に
達
す
る
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の

任
命
権
者
は
、
定
年
退
職
者
等
又
は
自
衛
隊
法
に
よ
る
定
年
退
職
者
等
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く

選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
短
時
間
勤
務
の
官
職
（
当
該
官
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た

り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の
も
の
を
占
め
る
職

第
八
十
一
条
の
五

③
 い
範
囲
内
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
 前

条
の
規
定

(/>

沖
」
り
退
職
日
以
前
に
退
職
し
た
芦

第
八
十
一
条
の
四

の
二
第
一
項
の
規
定
に

少

IL
年

退

職

者

注

）

（阪大法学） 66 (5-2) 87,1 



，り任用

:
叩
望
者
全
員
を
再
雇
用
す
ブ
□

な
カ
ラ
ク
リ
も
、
現
行
ザ
0
1
,
9

ー
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
サ
い
ー
/

ー
＞
て
は
、

と
の
定
め
を
可
能
に

66 (5-3) 875 

比
例
し
て
人
数
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る

フ
ル
タ
イ
ム
で
再
任
用
職
員
を
「
採
用
」
し
た
場
合
、

者
に
限
り
任
用
す
る

③
 
短
時
間
勤
務

項
及
び
第
二
項
の
規
定

国
公
法
に
定
め
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
っ
て
再
任
用
さ
れ
た
職
員
を
再
任
用
職
員
と
い
い
、
こ
の
う
ち
同
法
八
一
条
の
五
の
規
定
に

よ
り
再
任
用
さ
れ
た
職
員
を
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
ま
た
は
単
に
短
時
間
勤
務
職
員
と
い
う
。

（
た
と
え
ば
、
勤
務
時
間
数
が
一
一
分
の
一
で
あ
れ
ば
、0
•
五
人
と
し
て
換
算
さ
れ
る
）
短
時
間

勤
務
職
員
と
し
て
再
任
用
を
行
う
ケ
ー
ス
が
、
実
際
に
は
多
い
。
そ
の
結
果
、
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
（
給
与
法
）

の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
場
合
、
こ
う
し
た
短
時
間
勤
務
職
員
が
、
再
任
用
職
員
全
体
の
約
七
割
（
七
0
•
三
％
、
平
成
一
一
八
年
四
月

現
在
）
を
占
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
情
は
と
も
か
く
、
同
趣
旨
の
再
任
用
規
定
は
、
地
方
公
務
員
法
（
地
公
法
）
二
八
条
の
四
お
よ
び
二
八
条
の
五
に
も

存
在
す
る
。
「
定
年
の
引
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
等
に
よ
る
高
年
齢
者
の
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
の
促
進
」
に
つ
い
て
定
め
た

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
（
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
）
第
二
章
の
「
規
定
は
、
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務

員
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
」
。
こ
の
よ
う
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
七
条
二
項
が
、
公
務
員
に
つ
い
て
は
定
年
退
職
者

再
任
用
職
員
と
し
て

し¥

一
人
分
の
定
員
を
丸
々
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
勤
務
時
間
数
に

ニ
リ
る
。

の
適
用
が
あ
る
、
が
tJ

に
係
る
定
年
に
達
ー
9
j

少

IL
口
こ
職
者
等
及
び
自
衛
隊
法
い

り
う
ち
第
八
十
一
条
の

[2017.1 l 



下
「
再
任
用
短
時
間
罰
屠
口
〗
1
1
/

第
八
条
の

し¥

の
俸
給
月
額
は
、
第
六
生

「
再
任
甲

□

汀
□

口
/111
へ□

/i¥

国
家
公
務
員
の
勤
務
条
件
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
再
任
用
職
員
の
勤
務
条
件
も
、
例
外
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
そ
の
最
も

代
表
的
な
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
給
与
法
（
平
成
二
八
年
法
律
第
八

0
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
。
以
下
同
じ
）

第
五
条
ー
第
七
条

（
一
項
ー
―
一
項
、
略
）

国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任

用
職
員
」
と
い
う
。
）

口
員
の
当
該
更
新
直
前
の
打
口

の
適
用
を
受
け
る
職
員

の
規
定
が

の
う
ち
、
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
以
外
の
職
員
の
俸
給
月
額
は
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ

る
俸
給
表
の
再
任
用
讐

□

11，□

情ー，
□

Jfl
口
□

□

い
月
額
の
う
ち
、
そ
の
者
jn

いt
:

；
〈

111:り
Ol
い
」
，
：
心
じ
た
額
と
す
る
。

一
条
の
五
第
一

12 第
八
条

略

第

四

条

略

（
俸
給
）

あ
る
。

国
家
公
務
員
の
再
任
用
給
与
法
等
に
よ
る
勤
務
条
件
の
法
定

パーー
1

定
め
る
規
定
（
五
条

が
で
き
る
も
の
と
す
る
，

ー
九
（
定
年
退
職
者
等
の

し
も
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
（

の
官
職
を
占
め
る
も
の

い
更
新
」

に
つ
い
て
、
こ
□

1
1

ーロロ父
11

＂八
L

州
か
良
好
で
あ
る
場
合
に
f
!
/

（阪大法学） 66 (5-4) 876 
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第
十
六
条
正
規

3
¥
9

略
略
イ

ー

ワ

略

こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
閂
□

9
9
,
9

66 (5-5) 

略

2
 

規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
）

877 

ら
三
十
一
時
間
ま
で
の
範
囲
内
で
、
各
省
各
庁
の
長
が
定
め
る
」
時
間
注
）
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

(
「
一
週
間
当
た
り
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
注
）

（
通
勤
手
当
）

第
十
二
条

（
一
項
、
略
）

（
超
過
勤
務
手
当
）

法
律
」
注
）
第
テ
／
心
：

JIl[
ロ
ロ
／
ロ

俸
に
応
じ
た
額
又
は
ロ
ロ

□

鳳＇ェ

俸
に
関
す
る
規
定
、
11

'

□

な
パ
い

I

で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

通
勤
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
（
通
勤
の
た
め
に
自
動
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員
注
）

る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
支
給
単
位
期
間
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
、
支
給

単
位
期
間
当
た
り
の
通
勤
回
数
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
か
ら
、
そ
の
額
に
人
事
院

り
伶
時
間
を
超
え

よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
Ol□
111
い
乃
□

口

八
什
伍
月
額
に
、
勤
務
時
間
法
ー

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ド
/
，＇八
’、1、9
＇心
/ / 

・5</ ふ、W

次
に
掲
げ

ー
闊
閏
当
た
り
十
五
時
間
三
十
り
い

只
い
ロ
ロ
ニ

□

11，
□

凶
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
：

(/>

よ
り
そ
の
者
が
受
け
八
口
口

[2017.1 l 



2
 こ

れ
ら
の
基
準
日
前

若
し
く
は
国
家
公
務
員
口
□
〗

(
「
成
年
被
後
見
人
又
は
賃
~

月
の
人
事
院
規
則
で
ご
い
〈

11

缶
十
九
条
の
六
に
お
い
て

と
い
う
。
）
に
支
給
；

号
に
お
い
て
こ
れ
ら

い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
門
3/

各Ill 

3
1
5
 

の
は
、
「
百
分
の
百
」
と
す
る
。

前
号
に
掲
げ
る
勤
務
以
外
の
勤
務

で
定
め
る
割
合
（
そ

加
算
し
た
割
合
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
過
勤
務
手
当
と
し
て
支
給
す
る
。

正
規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
次
条
の
規
定
に
よ
り
正
規
の
勤
務
時
間
中
に
勤
務
し
た
職
員
に
休
日
給
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
日
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
勤
務

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
が
、
正
規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
に
お
い
て
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務

の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を
し
た
日
に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
と
の
合
計
が
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま

で
の
間
の
勤
務
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
次
に
掲
げ
る
勤
務

の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
二
十
五
か
ら
百
分
の
百
五
十
ま
で
の
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
」
と
あ
る

（
期
末
手
当
）

第
十
九
条
の
四

期
末
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
九
条
の
六
ま
で
及
び
附
則
第
八
項
第
六

は
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の

の
割
合
に
百
分
の
二
十
1
1

（阪大法学） 66 (5-6) 878 



，り任用

3

再
任
用
職
員
に
対
ず
f

ぃ
ェ
ロ
／
口
心
沖
△
□

凶

[JIJ
に
つ
い
て
は
、

2
 十

五
」
と
、
「
百
分
の

1

I

L

四

ー
l
'

の
は
「
百
分
の
七
十
」
と
¥

る
の
は
「
百
分
の
八
十
」

三
箇
月
以
上
五
箇
月
未
満

三
箇
月
未
満

十
五
」
と
、
「
百
分
の

百
分
の
六
十

五
箇
月
以
上
六
箇
月
未
満

止
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
ロ

/
i
」
と
あ
る
の
は
「
百
分

同
項
中

ャ
ー
、
＼
；
心
ー

小；

>、

1
!
;
/
0
y
1

止
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
ロ

66 (5-7) 

佐

人

」

注

）

す
る
場
合
に
お
＇
い
て
は
百
分
の
百
三
十
七
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
行
政
職
俸
給
表

H
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の

級
が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
表
及
び
指
定
職
俸
給
表
以
外
の
各
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
複
雑
、

条
の
七
及
び
附
則
第
十
一
項
に
お
い
て
「
特
定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百

分
の
百
―
―
•
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
十
七
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
、
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を

受
け
る
職
員
に
あ
っ
て
は
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
六
十
ニ
・
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は

百
分
の
七
十
七
•
五
を
乗
し
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各
号

に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

百
分
の
八
十

百
分
の
三
十

六
箇
月
百
分
の
百

879 

困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の

（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
十
九

と
す
る
。

の
規
定
に
よ
り
失
職
ー

（
略
）
に
つ
い
て
も
、

[2017.1 l 



2
 

ィ

ロ
前
項
の
職
員

超
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
勤
勉
手
当
）

第
十
九
条
の
七

各Ill 

5
.
6
 

が
受
け
る
べ
き
俸
給
、
専
門
ス
タ
ソ
フ
職
調
整
手
当
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異

動
手
当
の
月
額
並
び
に
俸
給
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
に
対
す
る
研
究
員
調
整
手
当
の
月
額
の
合
計
額
と
す
る
。

4

第
二
項

十
ニ
・
五
」
と
、

次
に
掲
げ
る
職
[11[

？
／
い
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

勤
勉
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
八
項
第
七
号
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日

を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に
対
し
、
そ
の
者
の
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結

果
及
び
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
勤
務
の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
人
事
院
規
則

で
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
国
家
公
務
員
法
第
三
十
八
条
第
一
号
に

該
当
し
て
同
法
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
略
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
各
庁
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
人
事
院
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
っ

て
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
庁
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
支
給
す
る
勤
勉

手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を

つ
て
は
、
退
職
し
、

は
死
亡
し
た
日
現
在
。

い
て
同
じ
。
）

↓
9

，
し
い
そ
の
基
準
日
現
在

し
，
砂
あ
る
の
は
「
百
分
の
四
十

に
お
い

又
は
死
亡
し
た
職
員
”
□

い

（阪大法学） 66 (5-8) 880 
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3
 

3
 一

条
の
五
か
ら
第
十

第
十
条
の
四
（
初
斤
`
~
[
〗
バ
丁
〕
i

口
、
第
十
一
条
（
扶
養
手
中
ー

1
1
1
エ
ー
望
の
二
（
同
上
注
）
、
ー
し
ー

第
十
九
条
の
八

~
 項

（
特
定
の
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
）

各Ill 

4
.
5
 

前
項
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
俸
給
及
び
専
門
ス
タ
ソ
フ
職
調

整
手
当
の
月
額
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異
動
手
当
の
月
額
並
び
に
俸
給
の
月
額
に
対
す
る
研
究
員
調
整

手
当
の
月
額
の
合
計
額
と
す
る
。

望
□

し

エ

こ

見

只

r当
の
特
例
注
）
、
第
1

夕戸

OJ
几
げ
パ
し
□

謳
調
整
手
当
注
）
、
第
1

ロ

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
四
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

は
、
百
分
の
四
十
七
•
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

イ

口
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
三
十
七
•
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
っ
て

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

ヽ
ふ
目
、

彩
安
孔

ロ

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
八
十
七
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の

あ
っ
て
は
、

百
分
の
百
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

（
特
定
管
理
職

□

11が

次
項
及
び
附
則
竺
八

し¥

同
じ
。
）

し、

ー
」
こ
職
員
に
あ
っ
て
は
、

又
は
死
亡
し
た
日
現

11

66 (5-9) 881 [2017.1 l 



ol
ロ
ロ
界
も
、

生
じ
な
い
。

基
本
的
に
差
異
げ
[
/

）
に
は
あ
る
。

に
支
給
が
ス
ト
ッ
プ
す
る

たぃ
I

I' 

、
こ
の
こ
と
を
条
例
を
訂
ー

二
国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
」

一
条
を
参
照
）
。

他
方
、
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
も
ほ
ぼ
半
減
す
る

再
任
用
職
員
の
場
合
、
俸
給
は
固
定
給
。

分
（
ニ
・
ニ
五
か
月
分
）
と
な
る
。
な
お
、

再
任
用
職
員
に
は
適

mICccclliふぃ

条
の
十
（
住
居
手
当

1
1
S

エ
ー

こ
い
ロ
ニ

（
特
地
勤
務
手
当
等
ロ

法
律
八

0
号
に
よ
る
給
与
法
改
正
後
は
、
四
・
三
か
月
分
）

地
方
出
先
機
関
の
課
長
ク
ラ
ス
で
、
年
収
（
俸
給
＋
期
末
・
勤
勉
手
当
）

た
し
か
に
、
再
任
用
職
員
に
対
し
て
も
、
特
例
を
除
く
地
域
手
当
や
通
勤
手
当
は
支
給
さ
れ
る

しl しぶ

け
で
は
な
い
。

地
方
公
屠
□

[

適
用
さ
れ
る
）
も
の
の
、
扶
養
手
当
や
住
居
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な
る
。
特
別
法
に
定
め
の
あ
る
寒
冷
地
手
当
に
つ
い
て
も
、
同
様

し
か
も
、
再
任
用
職
員
が
属
す
る
「
職
務
の
級
」
が
同
一
で
あ
る
以
上
、
職
務
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
違
い
は

フ
ル
タ
イ
ム
の
再
任
用
職
員
で
あ
れ
ば
、
勤
務
時
間
も
同
じ
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
と
い
っ
た
考
え
方
と
は
相
容
れ
な
い

国
家
公
務
員
だ

（
給
与
法
―
一
条
の
三
や
一
―
一
条
は

ゞ

；
9

ベ

ー

如

7

ii 

^
1
,
‘
,
i
 

”

,

…

 

り又
忍

i

（
同
上
注
）

程
度
下
回
る
。
行
政
職
俸
給
表
口
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
場
合
、
そ
の
額
は
、
地
方
出
先
機
関
の
課
長
ク
ラ
ス

三
四

0
0
円
（
四
級
の
中
央
値
で
あ
る
四
七
号
俸
11

三
四
万
九
九

0
0
円
の
約
八
割
）
に
と
ど
ま
る
。

（
四
級
）

の
規
／
iLI![¥

フ
ル
タ
イ
ム
の
再
任
用
職
員
で
あ
っ
て
も
、
俸
給
月
額
は
、
定
年
退
職
時
の
そ
れ
を
相
当

で
二
七
万

（
再
任
用
職
員
以
外
の
常
勤
職
員
が
年
間
四
・
ニ
か
月
分
（
平
成
一
一
八
年

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
再
任
用
職
員
の
場
合
に
は
、
こ
れ
が
一
一
・
ニ
か
月

゜
ー50 

6
 
6
 

学法大哀

ベ
ー
ス
と
な
る
俸
給
月
額
自
体
が
違
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
）
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、

(
5
)
 

は
、
約
三
九

0
万
円
に
な
る
と
い
う
。

88:> 



，り任用

務
時
間
（
「
一
週
間
に
□

1
%

る
給
料
月
額
に
、

（
一
項
ー
九
項
、
略
）

間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）

第
六
条
の

10 第
六
条 い

わ
ず
、
給
料
と
い

ー
八
□
□
口
□
十
五
分
」
注
）
で
除
ー
／
／
口
ふ
口
□
パ
／
と
爪
ー~
i
]
得
た
額
と
す
る
。

五
時
間
三
十
分
か
ら
一
5

1
□

□

t,J
口
口
昌
内
で
、

力
誓
ぃ
冒
応
叶
り

枯
主
マ
□

1
1
1
1
9バ，＇，

（
初
任
給
及
び
昇
格
昇
給
等
の
基
準
）

如

w
^
,
9

父
ふ
9

,

/

i

 

任
命
権
者
が
定
~

項
の
規
定
に
よ
り
定
め

ど
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
が
給
与
法
を
モ
デ
ル
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

し
／
、
も
、
国
家
公
務
員
と

111ロ
ロ

給

与

法

を

モ

デ

ル

I

□

I
I
u
i
i
こ
同
条
第
一
項
に
規
定
す
：
Ill
口

口
冒
口
汀
亨
り
時
間

あ
る
。
し
か
し
、
条
例
準
則
が
幅
を
利
か
せ
て
い
た
時
代
の
名
残
か
、
給
与
条
例
―
つ
を
と
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
現
在
な
お
驚
く
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
東
京
都
の
「
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
箪
平
成
―
―
八
年
東
京
都
条
例
第
一

0
四
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
存
在
す
る
。

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
（
地
方
公
共
団
体
の
組
合
に

関
す
る
規
定
注
）
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）

の
欄
に
掲
げ
る
給
料
月
額
の
う
ち
、
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
と
す
る
。

（
「
一
週
間
に
つ
い
＂
~

そ
の
呼
称
に
微
妙
な
違
い

の

う
ち
、
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
以
外
の
職
員
の
給
料
月
額
は
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
再
任
用
職
員

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時

の
給
料
月
額
は
、
第
五
条
の
二
及
び
前
条
第
十
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

66 (5-11) 883 [2017. l] 



2
 する
。

各Ill 

4
1
7
 

略

汀
必
，
叩
鳳
者
が
人
事
委
員
会

口
，
雌
用
を
受
け
る
職
員
を
除
／
＼

に
よ
り
、
前
項
に
定
め

略
得
た
額

職
員
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
の
う
ち
、

（
通
勤
手
当
）

第
十
二
条

~
 項

二

通
勤
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
（
通
勤
の
た
め
に
自
転
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員
注
）

七
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
及
び
自
転
車
等
の
片
道
の
使
用
距
離
の
区
分
に
応
じ
て
同
表
に
定
め
る
額
（
再
任
用
短
時
間
勤
務

つ
て
は
、
そ
の
額
か
ら
、
そ
の
額
に
人
事
委
員
会
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
）
に
支
給
月
数
を
乗
じ
て

（
特
地
勤
務
手
当
等
）

第
十
三
条
の
二

第
十
三
条
の
＿
―
-

異
動
又
は
採
用
に
よ
り
、
特
地
公
署
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
で
、
当
該
異
動
又
は
採
用
に
伴
つ
て
住

居
を
移
転
し
た
職
員

一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
回
数
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
職
員
に
あ

別
表
第

略

（阪大法学） 66 (5-12) 
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，り任用

3
 務

の
時
間
と
そ
の
勤
誓
り
ふ
信
ー
／

111□

い

1ぶ

り
休
日
給
が
支
給
さ
れ

2
 
略

第
十
五
条

4
 
略

3

再
任
用
短
時
間
勤
誓
り
□

111/
乃／が

□

IJIll□□

IIliDJ勤
務
職
員
等
が
、

正
規
：
闘
り

IIl間
か
間
）
，
い
り
れ
た
日

の
月
額
の
合
計
額
の

ー
こ
叫
囲
内
で
支
給
す
る
。

再
任
用
職
員
で
特
地
公
署
に
勤
務
す
る
者
の
う
ち
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者

又
は
同
法
第
二
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者
で
退
職
前
か
ら
引
き
続
き
特
地
公
署
に
勤
務
す
る
も
の

に
あ
っ
て
は
退
職
前
に
お
け
る
勤
務
と
再
任
用
の
各
任
期
に
お
け
る
勤
務
と
が
引
き
続
く
も
の
と
、
そ
れ
以
外
の
者
に
あ
っ
て

は
再
任
用
の
各
任
期
に
お
け
る
勤
務
が
引
き
続
く
も
の
と
み
な
し
て
、
前
一
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
超
過
勤
務
手
当
）

（
次
条
の
規
定
”
§

・
・
・
・
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
：
・
・
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て

勤
務
し
た
全
時
間
に
対
し
て
、
勤
務
一
時
間
に
つ
き
、
第
十
八
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
料
等
の
額
に
正
規
の

勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
二
十
五
か
ら
百
分
の
百
五
十
ま
て
の
範
囲
内
の
割
合

（
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
割
合
に
百
分
の
二
十
五
を
加
算
し
た
割

合
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
を
超
過
勤
務
手
当
と
し
て
支
給
す
る
。

11
ふ
ゲ
加
く
。
）
に
お
い
て
、
正
担
□

罰
乃
□

IIu
：口□
]

i

[

こ
し
た
勤
務
の
う
ち
、
そ
□

り

止
規
の
勤
務
時
間
と
の
合
口

ipLIIl間
□

1
1
1
ー
バ
，
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
屠
；

し
て
八
年
以
内
の
期
間

（
当
該
異
動
又
は
採

mol/

動
又
は
採
用
に
伴
つ

1
1
/
ら
‘
当
該
異
動
又
は
採

m

9:
あ
っ
て
は
、
同
日
か
ら
ド
；
ベ
ロ

年
に
達
す
る
日
ま
で
の
ロ

IIU
66 (5-13) 885 [2017. l] 



2
 （

期
末
手
当
）

第
二
十
一
条

前
珀
に
掲
げ
る
粒
目
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
粒
目
以
外
の
も
の

行
政
載
給
料
哀
1
の
適
用
ぶ
ご
」
）
ヘ
ー
；
／
い

□1
、
い
＇
〗
＇
，
い
す
る
載
務
の
級
が
四
級
で
あ
る

識
貝
（
以
卜
こ
の
条
に
お
口

□

11噂
）
吼
い
う
。
）
人
は
指
定
職
給
料
表
以

外
の
給
村
衣
の
適
用
を
受
パ
＇
い

’
I
i
j

て
、
そ
の
識
務
の
複
妍
、
□

ぃ
ロ
ー
、
パ
し
冬
ぃ
ぃ
／
勺
勺
）
）
い
／
し
バ
し
て
東
京
都
規
則
で
定
め
る
も

の
（
以
下
「
行
（
四
級
等
丁
，
tt

4
¥
7

略

職

日

の

区

分

百
分
の
百
二
十
五
か
4
□

11)IJ"□
‘

対
す
る
第
一
項
の
規
定
□

い
ロ

,
＼
同
項
中
「
正
規
の
勤
務

n口ふ
□

い
パ

1
1
1
t
/
j
0
範
囲
内
の
割
合
」
と
あ
―
ハ
ロ
ニ

割

白
分
の
百
十
七
•
I
i

合

'心

f

)

,

1
”
 

ー

ー
！
9
‘
/
1ー

'~ 

期
末
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二
十
一
条
の
一
一
の
三
ま
で
に
お
い
て
こ
れ
ら

の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
（
東
京
都
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
東
京
都
規
則
で
定
め
る
日
（
第
二
十
一
条
の
一
一
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
二
の
三
ま
で
に
お
い
て
こ

れ
ら
の
日
を
「
支
給
日
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員

法
第
十
六
条
第
一
号
（
「
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」
注
）
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
東
京
都
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。

期
末
手
当
の
額
は
、
職
員
の
給
与
月
額
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
東
京
都
規
則
で
定
め
る
支
給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

こ
す
る
。

六
月
に
＇
歪
和
す
る
場
合

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
.
 

白
分
の
百
十
二

•
I
i

1
•

月
に
＇
歪
加
す
る
場
合

9

9

9

,

 

白
分
の
百
二
十
じ
•
I
i

ー
ん
口
罰
占
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
”
口
ぃ

（阪大法学） 66 (5-14) 88ti 



，り任用

て
得
た
額
と
す
る
。

り〉

しl

江
命
権
者
が
支
給
す
る
勤
誓

r〕／ロ

次
の
各
号
に
掲
げ

2

勤
勉
手
当
の
額
は
、

，
＇
’
¥
任
命
権
者
が
東
京
都
規

nlJ□

パい

よ
り
失
職
し
、

（
勤
勉
手
当
）

第
二
十
一
条
の
二

各Ill 

4
.
5
 

+
」
と
す
る
。

3
 指

定
職
給
料
表
の
適

mを
受
け
る
識
貝

亡
分
の
六
十
．

h
．

る
職
員
を
闘
<

I'

ー
す
る
職
務
の
級
が
h
級
て
あ
る

…

5
し
，

I、;
＼
1,9,t
，
苫
＼
ー

行
政
職
給
料
衷
＼
の
適
用
]
泣

I
i
1
1
1
1

う。）

I
人
は
指
定
職
給
料
哀
以

＼
~
ー

！
 

載
具
（
以
卜
こ
の
条
に
お
ロ
ー
f

'

外
の
給
料
表
の
適
m
を
受
、
'
/
i
I
I汐
ー

1
~
`
1以只
に
相
当
す
る
識
貝
て
あ
っ
て
、

そ
の
載
務
の
複
雑
、
困
薙
バ
，
＇
i
／

1

{

J

東
京
都
規
則
で
定
め
る
も
の

（
以
下
「
行
口
五
級
詮
識

しぶ

て
定
め
る
支
給
割
合
を
爪
ー
〗

再
任
用
職
員
（
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。
）
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「
百
分
の
百
―
-
+
―
―
•
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
五
」
と
、
二
日
分
の
百
三
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
八

+
」
と
、
「
百
分
の
百
ニ
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
五
」
と
、
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七

+
」
と
、
「
百
分
の
九
十
ニ
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
五
」
と
、
「
百
分
の
百
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七

勤
勉
手
当
は
、
基
準
日
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
（
東
京
都
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
対
し
、

そ
の
者
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
東
京
都
規
則
で
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準

日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に

ま
た
同
様
と
す
る
。

亡
分
の
七
十
七
．

h
．

亡
分
の
百
七
．

h
．

66 (5-15) 887 [2017. l] 



い
う
点
で
は
、

い’/が
J

も
そ
も
異
な
る

L
万
一

0
0
0
円
）
は
、

い
も
の
の
、
再
任
用

の
ほ
う
が
国
よ
り
も

得
た
額
の
総
額

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
（
前
号
に
該
当
す
る
職
員
を
除
く
。
）

（行

H
四
級
等
職
員
及
び
行

H
五
級
等
職
員
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
五
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

第
二
十
一
条
の
三

（
一
項
・
ニ
項
、
略
）

第
九
条
の
三
か
ら
第
十
一
条
ま
で
（
初
任
給
調
整
手
当
、
扶
養
手
当
注
）
、
第
十
一
条
の
三
（
住
居
手
当
注
）
及

び
次
条
（
寒
冷
地
手
当
注
）

の
規
定
は
、
再
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。

俸
給
表
が
給
料
表
と
な
り
、
号
俸
が
号
給
と
な
る
。
国
と
東
京
都
と
で
は
、
俸
給
表
ま
た
は
給
料
表
に
定
め
る
「
職
務
の
級
」
の
数

行
政
職
給
料
表

H
で

（
再
任
用
職
員

（
―
-
七
万
三
四

0
0
円）

の
で
、
正
確
な
比
較
i
[

各Ill 

4
1
6
 

3
 （
特
定
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
）

各Ill 

3
.
4
 

当
該
再
任
用
職
員
の
給
与
月
額
に
百
分
の
四
十

（阪大法学） 66 (5-16) 

前
項
の
職
員
の
う
ち
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
当
該
職
員
の
給
与
月
額
に
百
分
の
九
十
ニ
・
五
を
乗
じ
て

88

H
四
級
等
職
員
に
九

¥
行

H
五
級
等
職
員
に
あ

前
項
の
職
員

つ
い
て
、

て
は
な
ら
な
い
。

1;1 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
 

を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
，
niJ



，り任用

ハ111
与
法
は
、

非
常
勤
職
員

四
取
只
い

よ
う
に
規
定
す
る
。

（
そ
の
結
果
、
期
末
・
勤
勉
手
当
の
合
計
は
、
再
任
用
職
員
以
外
の
常
勤
職
員
が
年
間
四
・
三
か
月
分
（
平
成
二

八
年
東
京
都
条
例
第
一

0
四
号
に
よ
る
給
与
条
例
改
正
後
は
、

四
•
四
か
月
分
）

さ
ら
に
、
期
末
・
勤
勉
手
当
を
除
く
諸
手
当
に
つ
い
て
も
、
特
地
勤
務
手
当
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
手
当
の
取
扱
い
に
関
し
て
若
干

の
差
異
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
、
扶
養
手
当
や
住
居
手
当
が
再
任
用
職
員
に
対
し
て
は
支
給
さ
れ
な
い
と
い
う
点
で
は
、
国
と
東
京
都
の

た
し
か
に
、
給
料
表
の
中
身
は
、
地
方
公
共
団
体
ご
と
に
異
な
る
。
し
か
し
、
再
任
用
の
仕
組
み
自
体
に
大
き
な
相
違
点
は
み
ら
れ

(
7
)
 

な
い
。
給
与
法
を
モ
デ
ル
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
そ
う
な
る
。
た
だ
、
法
律
や
条
例
の
制
定
に
は
、
国
会
や
地
方
議
会
の
議
決
を
必
要

と
す
る
。
民
間
企
業
の
現
状
を
み
て
も
、
再
任
用
職
員
の
給
与
は
、
こ
の
程
度
に
抑
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
が
議
員
に
よ
っ
て

代
表
さ
れ
る
、
国
民
や
都
道
府
県
民
の
意
思
で
あ
っ
た
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

間
に
違
い
は
な
い
。

、
井
常
勤
職
員
と
再
任
用
lli
ロ
ロ
月
け
乃
誡
□

"

,

）
れ
が
ニ
・
ニ
五
か
月
分
（
ニ
・
三
か
月
分
）
と
な
る
）
。

に
と
ど
ま
っ
て
い
る

の
常
勤
職
員
に
み
ら
れ
る
支
給
月
数
の
違
い

期
末
手
当

（各

O
・
O
五
か
月
分
）
を
反
映
し
た
、
ご
く
わ
ず
か
な
差
（
各

O
・
0
二
五
か
月
分
）

間
で
違
い
は
な
く
、

（四

0
万
九
0
0

汀
応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

二
級
の
最
高
号
給

ー
＞
る
た
め
、
こ
の

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
再
任
用
職
員
の
場
合
に
は
、

/1 

い
て
も
、
再
任
用
職
員
以
外

5

、
行
政
職
俸
給
表

H
六
叫

66 (5-17) 889 [2017. l] 



一
時
間
）
は
、

I' ) 

JI
常
勤
職
員
（
常
勤
を
要
ー
こ
い

こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
も
j□

111fJIJ短
時
間
勤
務
職
員
（

第
二
十
二
条

三
万
四
千
二
百
円
（
そ
の
額
に
よ
り
難
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十

万
円
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
庁
の
長
が
人
事
院
の
承
認
を
得
て
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
に
定
め
る
職
員
以
外
の
常
勤
を
要
し
な
い
職
員
に
つ
い
て
は
、
各
庁
の
長
は
、
常
勤
の
職
員
の
給
与
と
の
権
衡
を
考

慮
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
給
与
を
支
給
す
る
。

前
一
一
項
の
常
勤
を
要
し
な
い
職
員
に
は
、
他
の
法
律
に
別
段
の
定
が
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
の
項
に
定
め
る
給
与
を
除
く
外
、

ま
た
、
勤
務
時
間
法
に
は
、
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
お
よ
び
休
暇
に
つ
い
て
定
め
た
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
存
在
す
る
。

第
二
十
＿
＿
一
条

常
勤
を
要
し
な
い
職
員
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
）

（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）

他
の
い
か
な
る
給
与
も
支
給
し
な
い
。

3
 
2
 勤

を
要
し
な
い
職

[119111
汀

□

い□

口
間
nI
ロ
占
職
員
を
除
く
。
次
項
に
い
い

委
員
、

（
非
常
勤
職
員
の
給
号
〕

口
職
に
あ
る
者
又
は
人
事
竺

は
な
く
、

常
勤
職
員
に
出
ー
ー

~
山
竺
五
時
間
三

0
分
、
上

の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
職
務
の
性
質
等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

い
て
は
、
勤
務
一
日
に
つ

，
圧
準
ず
る
職
に
あ
る
者
で

阪大法学） 66 (5-18) 890 



，り任用

第
二
百
四
条

④
報
酬
及
び
費
用
合
い
口

iiii

叫
地
方
公
共
団
体
の
長
及
び

ロ
ー
ー
人
給
方
法
は
、
条
例
で
こ

③
第
一
項
の
職
員
]
〗

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

②
 

第
二
百
三
条

給
与
そ
の
他
の
給
付

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
議
会
の
議
員
に
対
し
、
議
員
報
酬
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
は
、
職
務
を
行
う
た
め
要
す
る
費
用
の
弁
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
で
、
そ
の
議
会
の
議
員
に
対
し
、
期
末
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
の
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
は
、
条
例
で
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
三
条
の
二

文
す
る
費
用
の
弁
償
を
受
口□

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
委
員
会
の
委
員
、
非
常
勤
の
監
壺
委
員
そ
の
他
の
委
員
、
自
治
紛
争
処
理

委
員
、
審
壺
会
、
審
議
会
及
び
調
壺
会
等
の
委
員
そ
の
他
の
構
成
員
、
専
門
委
員
、
投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
、
選
挙
長
、
］

投
票
立
会
人
、
開
票
立
会
人
及
び
選
挙
立
会
人
そ
の
他
普
通
地
方
公
共
団
体
の
非
常
勤
の
職
員
（
短
時
間
勤
務
職
員
（
「
地

r

゜

方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
」

す
。
以
上
に
つ
き
、
地
自
法
九
二
条
二
項
を
参
照
注
）
を
除
く
。
）
に
対
し
、
報
酬
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
 
③
 
②
 

前
項
の
職
員
に
対
す
る
報
酬
は
、
そ
の
勤
務
日
数
に
応
じ
て
こ
れ
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
条
例
で
特
別
の
定
め
を
し
た

第
八
章

は
、
違
い
も
あ
る
。

口
扱
わ
れ
る
。

に
、
次
の
よ
う
な
定
め

て
み
ら
れ

り〉

〈
：
う
な
い
。

ら
で
あ
る
。

11

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
指

の
職
員
、
委
員
会

JI
出
勤
職
員
の
報
酬
等
に
関
；
ハ

66 (5-19) 891 



第
二
百
六
条
•
第

第
二
百
五
条

第

る
こ
と
が
で
き
る
。

(/>

、
退
職
年
金
又
は
退
職

か
で
き
る
。

な
い
。

常
勤
の
職
員
、

る
書
記
そ
の
他

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
で
、
前
項
の
職
員
に
対
し
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居
手
当
、
初
任
給
調
整
手
当
、

通
勤
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
特
地
勤
務
手
当
（
こ
れ
に
準
ず
る
手
当
を
含
む
。
）
、

に
準
ず
る
手
当
を
含
む
。
）
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
、
夜
間
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務

手
当
、
管
理
職
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
、
寒
冷
地
手
当
、
特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当
、
任
期
付
研
究
員
業
績
手
当
、

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、
定
時
制
通
信
教
育
手
当
、
産
業
教
育
手
当
、
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
、
災
害
派
遣
手
当

（
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
を
含
む
。
）
又
は
退
職
手
当
を
支
給
す

給
料
、
手
当
及
び
旅
費
の
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
は
、
条
例
で
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
四
条
の
二

旅
費
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
常
勤
の
監
査
委
日
"
¥

書
記
そ
の

化＂料
□

追
地
方
公
共
団
体
の
常
勤
□

い
111□

ハ／
l
[

い□□

間
此
務
職
員
に
対
し
、

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、

へ
き
地
手
当
（
こ
れ

い
か
な
る
給
与
そ
の
他
の
給
付
も
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
条
例
に
基
づ
か
ず

に
は
、
こ
れ
を
そ
の
議
会
の
議
員
、
第
二
百
三
条
の
二
第
一
項
の
職
員
及
び
前
条
第
一
項
の
職
員
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き

③
 

②
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(/>

の
事
務
を
補
WJ~う
/

の
委
員
（
教
育
委
[11"
ヘハ

委
員

り〉

(/>



，り任用

の
問
題
は
庄

の
従
業
員
に
準
じ

し＼

しl

／
ヽ
妥
当
か
、
と
い

1
0
条
違
反
や
パ
ー
ト
タ

口
じ
よ
う
に
契
約
期
間

い
。
そ
の

(/>

少

IL
年
後
再
雇
用
さ
れ
た
者
だ
！
！

で
あ
れ
ば
、
当
然
、
話
は
違
っ
て
く
る
。

し
た
が
っ
て
、
任
期
の
定
め
が
な
く
、
勤
務
時
間
も
異
な
る
常
勤
職
員
と
の
間
で
、
勤
務
条
件
の
相
違
が
間
題
と
な
る
こ
と
も
な
い

（
労
働
契
約
法
―

1
0
条
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
八
条
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
そ
の
も
の
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
違
反
の
間
題
を
生
じ
な
い
）
が
、
民
間
企
業
（
労
働
関
係
法
令
が
全
面
適
用
さ
れ
る
、
国
立
大
学
法
人
の
よ
う
な
法
人
を
含
む
）

66 (5-21) 893 

タ
イ
ム
労
働
法
二
九
条
を
参
照
）
。

を
支
給
す
る
こ

ば
、
通
勤
手
当

(
8
)
 

い
う
形
で
、
事
実
上
そ
の
支
給
を
行
う
の
が
通
例
と
は
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
期
末
・
勤
勉
手
当
や
退
職
手
当
は
も
と
よ
り
、
時
間
外

勤
務
手
当
（
給
与
法
や
東
京
都
の
給
与
条
例
に
い
う
超
過
勤
務
手
当
）
に
つ
い
て
も
、
費
用
弁
償
と
い
う
便
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
こ
れ
を
支
給
す
る
こ
と
は
、
字
義
ど
お
り
に
解
釈
す
る
と
難
し
い
。

地
方
公
共
団
体
の
場
合
、
非
常
勤
職
員
の
相
当
数
は
、
特
別
職
の
職
員
（
地
公
法
三
条
三
項
三
号
に
い
う
非
常
勤
嘱
託
員
）
と
し
て

任
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
特
別
職
の
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
労
働
三
法
が
無
条
件
に
適
用
さ
れ
る
と

一
般
に
は
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
特
別
職
で
あ
っ
て
も
、
公
務
員
で
あ
る
以
上
、
労
働
契
約
法
や
「
短
時
間
労
働
者
の
雇
用

管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
」
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
）

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
な
い

（
労
働
契
約
法
二
二
条
一
項
、
パ
ー
ト
ーー7
 

ー

゜
2
 

＇

ヽ

月
能
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

；
な
る
が
、
通
勤
費
用

巫
＼
非
常
勤
職
員
に
は
、

"＂rlr
勤
職
員
や
定
年
後
再
任

m〉＼ローロ

て
は
、
給
料
し

費
用
弁
償
を
行
う
こ
と
口

の
種
類
か
ら
な
る

r:I



(
1
)

人
事
院
「
国
家
公
務
員
給
与
の
実
態
平
成
二
八
年
国
家
公
務
員
給
与
等
実
態
調
査
の
結
果
概
要
」
（
平
成
二
八
年
八
月
）
に
よ
る
。
な

お
、
行
政
職
俸
給
表

H
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
場
合
、
そ
の
比
率
は
八
ニ
・
六
％
に
ま
で
上
昇
す
る
。

(
2
)

地
公
法
二
八
条
の
四
お
よ
び
二
八
条
の
五
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

（
定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
）

第
二
十
八
条
の
四
任
命
権
者
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
定
年
退
職
者
等
（
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
定
年
退

職
者
注
）
若
し
く
は
前
条
の
乱
定
（
勧
務
延
長
の
特
例
注
）
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者
又
は
定
年
退
職
日
以
前
に
退
職
し
た

者
の
う
ち
勤
続
期
間
等
を
考
慮
し
て
こ
れ
ら
に
準
す
る
も
の
と
し
て
条
例
で
定
め
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
等
に

基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者

が
そ
の
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
職
に
係
る
定
年
に
達
し
て
い
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2

前
項
の
任
朗
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
任
朗
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

3

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
任
朗
に
つ
い
て
は
、
そ
の
末
日
は
、
そ
の
者
が
条
例
で
定
め
る
年
齢
に
達
す
る
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
三
月
三
十

-
Bま
で
の
間
に
お
い
て
条
例
で
定
め
る
日
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

前
項
の
年
齢
は
、
匡
の
い
,
パ
[
い
る
任
朗
の
末
日
に
係
る
年
〗
、

I
I必
ぷ
J
/
i□

5

第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
／
j

□

，

乃

什

付

採

用

朗

間

に

つ

い

て

定

い

第
二
十
八
条
の
五
任
命
炉
ヅ
／

11:‘

□

11体
の
定
年
退
職
者
等
を
、

い

範

囲

内

で

任

期

を

定

め

ぃ

該

職

を

占

め

る

職

員

の

一

叫
界
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

べ
き
で
あ
プ
Cj

二／

y

)

も
の
と
す
る
。

二
ぶ
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

)
／
ヽ
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
紹
：
ハ
ふ
ふ

口
り
時
間
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
し
〗
仄

'
↑
と
っ
て
は
参
考
に
な
ら
入
／
し

に
す
る
こ
と
は
、

り〉

は
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
胄
界

こ
と
が
で
き
る
、

（阪大法学） 66 (5-22) 89°1 



，り任用

で
そ
の
職
務
が
当
該
短
叶

□
い
り
り□
い
!
/
I
i
r

の
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
〗
ー

を
い
う
。
第
三
項
及
び
次
~
バ
i
/
J
I
I
い
」
：
／
、
＼
。
）
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
＼
ー

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
誓
1
1
>
＼

:
I
i：
ロ
ロ
〗
汀
つ
い
て
は
、
前
条
第
二
項
が

i
iバI
i
1
1
i

し
i
べ
準
用
す
る
。

3

短
時
間
勤
務
の
職
に
ロ
ロ
v
i
i
1
‘

＼
少
ii

：ilI";＂
ふ
の
う
ち
第
二
十
八
条
の
二

A

i

J

I

へ
/
¥
〔
い
規
定
（
定
年
に
よ
る
退
職

注
）
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
職
に
係
る
定
年
に
達
し
た
者
に
限
り
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

(
3
)

平
成
二
五
年
三
月
二
六
日
に
は
「
定
年
退
職
す
る
職
員
（
勤
務
延
長
後
退
職
す
る
職
員
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
公
的
年
金
の
支
給
開
始

年
齢
（
以
下
「
年
金
支
給
開
始
年
齢
」
と
い
う
。
）
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
再
任
用
を
希
望
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
再
任
用
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
で
、
国
家
公
務
員
の
雇
用
と
年
金
を
確
実
に
接
続
す
る
こ
と
と
す
る
」
旨
の
闇
議
決
定
「
国
家
公
務
員
の
雇
用
と
年
金
の
接
続
に
つ
い
て
」
が

な
さ
れ
た
が
、
匡
公
法
ま
で
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ
る
希
望
者
全
員
ル
ー
ル
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
と
そ
の
問
題
点
希
望
者
全
員
ル
ー
ル
ヘ
の
疑
問
」
『
阪
大
法
学
』
六
一
巻
三
•
四
号
（
平
成
二

三
年
―
一
月
）
じ
三
頁
以
下
を
参
照
。

(
4
)

こ
う
し
た
状
況
は
、
他
方
公
共
団
体
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
東
京
都
「
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
」
三
条
一
項
、
大

阪
府
「
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
」
三
条
を
参
照
。

(
5
)

人
事
院
給
与
局
生
涯
設
計
課
「
国
家
公
務
員
の
再
任
用
刷
度
」
（
平
成
二
八
年
）
に
よ
る
。

(
6
)

た
と
え
ば
、
後
述
す
る
地
方
自
治
法
二

0
四
条
二
項
の
例
に
倣
っ
て
、
給
与
法
で
い
う
「
超
過
勤
務
手
当
」
は
給
与
条
例
で
は
「
時
間
外
勤

務
手
当
」
と
、
「
倖
給
の
特
別
調
整
額
」
は
「
管
理
職
手
当
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
以
下
に
み
る
東
京
都
の
給
与
条
例

で
は
、
給
与
法
と
同
じ
か
そ
れ
に
近
い
「
超
過
勤
務
手
当
」
や
「
給
料
の
特
別
調
整
額
」
と
い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(
7
)

た
と
え
ば
、
大
阪
府
の
場
合
、
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
と
「
職
員
の
朗
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
」
に
分
け
て
、
は

ぽ
同
趣
旨
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
前
者
に
定
め
る
行
政
職
給
料
表
の
場
合
、
八
級
が
最
上
級
と
な
っ
て
い
る
。

0
)

た
と
え
ば
、
大
阪
府

□

口ぃ
n
:＜口
昌
り
必
Y

へ
等
規
則
」
二
ニ
条
、
「
特
別
□

怜

"

:

I

i

t

占
/
1
1
ご
二
七
条
を
参
照
。

ソ
）
た
だ
し
、
東
京
都
の
卜
〔
バ
、
〗
、I
□
〗
汐
ー
い
＼
ロ

ハ

f
i
よ
び
八
条
を
参
照
（
時
間
外
＂
ふ
杓

て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。
丁
ー
ハ
~

手
当
に
つ
い
て
は
、
大
阪
胄
し
~
い
〗
い
し
已
項
の
ほ
か
、
「
特
別
職
非
常
口
ふ
訊

□

い
化
り
い
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
｀

66 (5-23) 895 [2017. l] 



員
就
裳
等
規
則
」
二
ニ
条
一

10)

総
務
省
「
地
方
公
務
I

口

；

関

す

る

実

態

調

査

（

速

報

間

常
勤
職
員
は
ニ
―
万
六
九
匹

j/J"11"／

11>
員
総
数
（
六
四
万
四
七
二
万
（
ヘ

且
）
こ
う
し
た
理
解
に
対
i

I

I

、

1

」
訪
：
口
と
し
て
、
拙
稿
「
団
体
交
渉
／
ロ

（
平
成
二
七
年
一
月
）
一
頁
以
下
、
一
―
|
―
三
頁
を
参
照
。

(12)

契
約
期
間
の
定
め
や
労
働
時
間
の
長
さ
に
違
い
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
す
、
労
働
条
件
に
相
違
が
あ
る
と
い
う
場
合
、
そ
の
理
由
を
説
明
す

る
こ
と
は
お
よ
そ
不
可
能
に
近
い
。
つ
ま
り
、
問
題
は
よ
り
深
刻
で
あ
る
と
す
ら
い
え
る
。
な
お
、
国
家
公
務
員
の
場
合
、
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
に
対
し
て
は
、
本
文
で
み
た
勤
務
時
間
法
二
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
人
事
院
規
則
一
五
ー
一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）

が
適
用
さ
れ
、
人
事
院
規
則
一
五
ー
一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暖
）
が
適
用
さ
れ
る
非
常
勤
職
員
（
勤
務
時
間
が
常
勤
職
員
と
異

な
ら
な
い
朗
間
業
務
職
員
を
含
む
）
と
の
間
で
、
特
別
休
暇
等
に
関
し
て
も
違
い
が
生
じ
る
こ
と
に
注
意
。

八
年
四
月
一
日
現
在
、
特
別
‘
八“
~
J
/

め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

／
ぃ
書
」
『
阪
大
法
学
』
六
四
巻

（阪大法学） 66 (5-24) 8% 
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